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事業の目的・内容

１．事業の目的

イベント、テレビ、WEB等を活かした取組を通じて、全国に向けた

情報発信を行うことにより、多くの国民が、福祉・介護の仕事につい

て新たに関心を持ち、理解を高めるとともに、その仕事の魅力を感じ

られるようにすること。

２．事業区分及び事業の主眼

事業区分：情報発信事業（全国へ向けた情報発信事業）

多くの国民が、福祉・介護の仕事について新たに関心を持ち、理解

を深めるとともに、その魅力を感じてもらえるよう、イベント、テレ

ビ、WEB等を活かした全国的な波及効果の期待できる取組を通じて、

広く国民に向けた情報発信を行う事業。

３．事業内容

① 企画委員会の設置

⚫ 実施主体の事業内容に対して客観的な立場から技術的・専門的

助言等を行う企画委員会を設置する。

⚫ 企画委員は、事業目的に応じて、学識経験者、有識者、職能団

体、事業者団体、教育関係団体等からなるものとする。

⚫ 企画委員会による専門的知見を踏まえて、事業内容を決定する。

② 事業間連携会議への参画

⚫ 事業間連携等事業の実施主体が開催する「事業間連携会議」及

び介護の仕事のイメージアップに対する機運を高めることを目

的に都道府県事業の関係者等を含めた会議・イベントに参画す

ること。

③ イベント等の実施

⚫ イベント等を実施し、介護のしごとの魅力を発信する。

⚫ イベント等の実施にあたっては、多くの国民から新たに関心を

得られるかという観点を踏まえ全国的な波及効果を期待できる

事業内容を検討する。

⚫ イベント等の実施に先立ち、情報発信事業の各実施主体及び事

業間連携等事業の実施主体とも連携しながら、各種広告媒体を

活用した周知を行う。

⚫ 幅広く周知を行うためには、各実施主体のネットワークを相互

に利用できるようにすることが効果的であるため、情報発信事

業を実施する他の実施主体間、及び事業間連携等事業との間で

相互に連携を図りながら事業を実施する。特に、介護職発信事

業の実施事業者との連携については留意の上、事業を実施する

こと。

⚫ 本事業で行う取組または本事業により作成した成果物は、国民

の誰もがアクセスできる形態とする。

④ 事業効果の分析等

⚫ 事業実施に当たっては、貴課及び事業間連携等事業の実施主体

と協議の上、アウトカムの測定指標や測定方法を設定し、これ

に沿って実施事業の自己評価を行うとともに、事業間連携等事

業等で実施する事業全体の効果分析の取組に協力するなど、

個々の事業及び全体の事業効果の最大化に向け取り組む。

⚫ 自己評価にあたっては、事業実施における課題を整理するとと

もに、企画委員などの専門的・技術的助言も参考にし、課題解

決に向けた分析・考察も加える。

⑤ 成果の報告
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本事業における我々の考え方

介護のしごとへまだ関心を持てない層へ向けて、

そのやりがい、選択肢化への広報活動を精緻に行います。

私たちは、本事業にあたり、介護のしごとに対して関心を持っていない、

職業選択の想定に入れていない20代～30代の若年層をメインの対象にした広

報活動を展開します。また、それ以前の年代への啓蒙啓発も重要と考え、小

学生向け（併せて、親や教員への理解促進も想定した）広報活動も行う計画

です。

福祉・介護の現場には、さまざまな課題や悩みが存在し、高齢者の終末ケ

ア、認知症ケア、障害者の生活・雇用支援等へのリアルな取り組みが行われ

ています。その現場のリアルを捉え、その上で、そこにある科学的、医学的、

人間的アプローチのやりがい、クリエイティビティ、楽しさを伝えようと考

えます。

前年度、本事業に取り組み、若い層に人気の雑誌anan、POPEYE誌面や

ウェブ、トークイベント、冊子の全国配布を通して幅広い層に興味喚起を行

いました。また、福祉をテーマにしたメディアこここでの連載やイベント等

を通して理解促進にも取り組みました。こうした興味喚起から理解促進、そ

して情報リサーチといった行動変容に応える広報活動を次年度もより精緻化

して取り組む所存です。

「ケア」という概念は、個対個を超え、コミュニティ、社会全般の問題に

なっています。こうした俯瞰的視座を、今はまだ無関心、未関心の若年層に

向けて、具体的に、わかりやすく、そして、クリエイティビティに溢れる姿

として、発信していきます。

私たちマガジンハウスはメディア運営のスキル、クリエイターや著名人と

の関係を通じて、これまでも現在も、多くの読者と出会い、共感を軸につな

がり、一定の影響力を持つチームです。私たちが、福祉・介護の現場で優れ

た実践を行っている事業者や専門家と連携しながら、福祉・介護にこれまで

出会っていなかった層も含めて、多くの方と発信を通して出会い、つながり、

福祉・介護のしごとへの理解や従事への第一歩をつくる事業を展開したいと

考えます。

コンテンツの質、そして、戦略的な広報展開を通して、単年度のみならず、

今後に残る広報活動をデザインしてまいります。
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本事業における重要テーマ

日本の高齢化社会で増大する介護のニーズに応える人材確保のために、

20～30代を中心とした若年層への認知拡大と理解促進。

進路職業選択を具体的に決める高校生、大学生より早期の段階で、

「ケア」や「介護のしごと」への興味や理解を図る活動も必要。

無料・使用許諾不要で誰もが使える「小学生向け（親や教員への解説つき）ブックレット」を制作、配布

福祉・介護の価値を発見し、発信していくにあたり、

決して美辞麗句やイメージ先行ではなく、福祉・介護の現場のリアルを伝える。

意義ややりがいというストーリーとは別に、より具体的な給与、労働条件、職場実態、

キャリア形成、ワークライフバランス、多様な働き方の選択肢などの情報面もサポート。

メディア運営の知見を生かし、興味喚起、理解促進、情報取得といった広報ニーズの

流れに従った広報事業の展開と検証を行い、広報効果最大化へのプロトタイプを探る。
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事業プロジェクト全体像

無関心層

関心層

検討層

興味喚起

理解促進

しごと情報
メディア（SNS）

メディア（Web）

メディア（Web）

イベント

イベント

イベント

イベント

メディア（Web）

Web

SNS

イベント

イベント

PDFデータ公開

全国書店

Web・SNS

メディア（Web）

メディア（紙・Web）

メディア（紙・Web）

こここSNS（介護職情報紹介）

こここ連載（介護職発信事業連携）

こここイベントレポート記事

ケアするしごとツアー

ケアするしごとバー

ケアするしごと展トーク❷

ケアするしごと展トーク❶

こここ（連載❷）

プレスリリース

インフルエンサー発信

ケアするしごと展❷

ケアするしごと展❶

小学生向け冊子制作

連携冊子制作・配布

Web記事広告配信

こここ（連載❶）

POPEYE

anan

WHO WAHT HOWTOUCH POINT anan

本紙８P＆Web

POPEYE

本紙８P＆Web

こここ

Web連載10記事

紙

web

Ad

紙

web

Ad

web

Ad

anan×POPEYE×こここ

合本冊子制作

8P+8P+4P

紙 全国書店配布
インフルエンサー

情報発信
SNS 配布

ケアするしごと展❶

＠渋谷

ケアするしごと展❷

＠下北沢

小学生向け冊子制作

PDFデータ公開
展示
会

展示
会

PDF

PRPRPR

ケアするしごと展❶

トークイベント

ケアするしごと展❷

トークイベント
TA
LK

TA
LK

こここ

イベントレポート記事
web

ケアするしごとバーイベ
ント

ケアするしごとツアーイベ
ント

こここ

Web連載５記事（スタディ）
web

介護職発信事業連携 介護職情報紹介
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企画委員会の設置

多くの国民が、福祉・介護の仕事について理解・関心を深めるとともに、その仕事の魅力を感じられるようにするため、学識経験者、有識者、職能団体、事業

者団体、教育関係団体等からなる企画委員会を設置。また、前年度に設置した若手企画委員会も継続し、本年度事業への関わり方を強化。

企画委員会 委員 若手企画委員会 委員

秋本可愛さん

株式会社Blanket代表取締役
KAIGO LEADERS発起人

森近恵梨子さん

KEY STATION
マネージャー

佐藤悠佑さん

特定非営利活動法人
Startline.Net代表理事

吉田響さん

社会福祉法人福祉楽団

中谷萌生さん

介護福祉士
認知症ケア専門士

井原純平さん

ソーシャルワーカー
（精神保健福祉士）写真家

はたつんさん

介護福祉士
インフルエンサー

中
谷

森下静香さん

Good!Jobセンター香芝
センター長

大崎雅子さん

社会福祉法人海望福祉会
理事・総合施設長

川村岳人さん

立教大学コミュニティ福祉学部
准教授

矢島進二さん

公益財団法人日本デザイン振興会
理事

企画委員会開催日

第1回：9月24日（火）

第2回：12月4日（水）

第3回：2月28月（金）

若手企画委員会開催日

第1回：9月5日（木）

第2回：12月10日（火）

第3回：3月4日（火）
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企画委員会の開催

開催日

第1回：令和6年9月24日（火）16:30-18:00

〇 参加者：企画委員

  秋本可愛氏、大崎雅子氏、川村岳人氏、森下静香氏、矢島進二氏

〇 オブザーバー

  厚生労働省社会・援護局福祉基盤課福祉人材確保対策室マンパワー企画係 様

PwC コンサルティング合同会社 様

〇 実施主体

  マガジンハウス

■ 議題

・今年度事業の概要・進捗状況説明

・今年度事業に対する意見聴取

L 介護のしごとに対する既存イメージを変えるために重要な事や

 有効な方法等について議論

■ 企画委員からの主なコメント

｜事業全体

・新しいことも盛り込まれていて楽しみである

・介護のメイン職である介護福祉士だけでなく、その周辺で働く看護師や送迎を行う運転士

なども含め、福祉の現場を選ぶことにどんな意味があるのか、知ることのできるような機

会を提供できたらと思う

・キャリアアップは個々にバリエーションがあるものだが、そこでの生きがいや、法人内の

キャリアアップを目指すのか、独立するのか、人それぞれのキャリアアップのかたちがあるこ

と示したい

｜展示イベントについて

・開催地は東京だけでよいのか、他地域での開催も検討する必要があるのでは

・パネル展は展示資材が残るため、横展開しやすい。特養の地域交流スペースなど、どこで

も使えるようなフォーマットを確立させ、ＨＰに「展示してみませんか？」と呼びかけるかた

ちなら全国的な展示に発展させられ、今年度より動き出せるのではないか

｜小学生向け冊子について

・人を支える仕組み、しごとがあることを伝えることは非常に意義深い

・困ったら人に頼ってもいい、それを仕事にしているプロがいるということを伝えられるこ

とも重要（例：ヤングケアラー）

・保護者や教員などの周辺にいる大人が読むことを想定していることが大切

・どうしたらより多くの児童へ届けることができるのか検討を重ねることも大切ではないか

・来年度以降、小学生からみたケアのレポート、父母の職場訪問、地域の子どもたちが施設

を尋ねるレポートなどの企画を立ち上げることで、現場で実感をもって読んでもらいやすく

なるのではないか

・冊子と関連した授業やワークショップなど、リアルな場面が生まれていくと、子どもたちの

受け取った感触を直接知ることができるのでは

・教育の現場でも「ステキ！」「かっこいい！」と目を引く教材がほしい、という意見も上がっ

ている。将来福祉の分野で働く人材の目に多く触れてもらえるものができるのではないか

と期待している

｜ツアーについて

・ロールモデルだけではない説得力につながる取り組み

・メインターゲットは検討層だが、いずれは関心層に対象を広げていき、インターンのような

かたちで参加してもらえることで、進路のきまっていない学生が福祉を知る機会にもなる

のではないか
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企画委員会の開催

開催日

第2回：令和6年12月4日（水）13:00-14:30

〇 参加者：企画委員

  秋本可愛氏、大崎雅子氏、川村岳人氏、森下静香氏、矢島進二氏

〇 オブザーバー

  厚生労働省社会・援護局福祉基盤課福祉人材確保対策室マンパワー企画係 様

PwC コンサルティング合同会社 様

〇 実施主体

  マガジンハウス

■ 議題

・今年度事業の進捗状況説明

・事業に対する意見聴取

・質疑応答

■ 企画委員からの主なコメント

｜anan・POPEYE特集記事について

・コンテンツをつくる取材力、興味を持つみせかた、素晴らしい

・昨年ananに出た事業者が今年POPEYEに出ていて、重複が少し気になった

・実践事例が全国各地にあるのでより多く自分も紹介したい

・かっこよく引き込まれる仕立て方がマガジンハウスの「らしさ」で「強み」だと思った、こう

いう切り口での発信で介護へのイメージが変わってくるのでは

・継続していくことで無関心層～現職者にも広く届けられるのでは

・それぞれの領域と強みを活かして、団体同士が共同してさらにリーチを広げていけたらと

考えている

・受賞した旨を記事化することで、関心層への興味をさらに掘り起こせるようなトピックに

なるのでは

・テクノロジーやローカルなどの視点は具体的で、よく伝わったのではないか

・来年以降は、従来の無関心層などの20～30代個人に働きかける雑誌・イベント・トークを

展開する一方で、スタッフを雇う側・組織側への呼びかけや企画があるといいのでは（例：Ｗ

ＥＢサイトなどの広報発信、地域や大学との交流がリクルートへつながることなど）

・記事を見た読者からのコメントや意見の吸い上げをする際には、福祉プロダクトをプレゼ

ントする企画などと並行してやってみては

・芸術や音楽、旅など複眼的なテーマでクロスしながら介護のしごとを知ってもらうことで

親近感やリアリティが得られる。その多様さを今後も深めていってほしい

｜展示イベントについて

・様々な人々が通る場で開催することで、通りかかった人が立ち止まってくださるような機

会が生まれた

・アンケートを拝見するに、通りすがりの方も立ち寄れて、過半数の方に即時的な効果や好

印象を与えられていたのはよかったのでは

・会場について、渋谷・下北沢のほかにも違ったカルチャーをもつ都市で開催することを検

討してみてもいいのでは

｜ツアー企画について

・関心層を検討層に引き上げるうえでは現場を知ってリアリティをもたせることは重要、い

い企画だと思う

・学生は就職を意識するときまず「インターン」を考える印象。インターンシップの選択肢の

ひとつとして企画を差し出せるような工夫も有効なのではないか

｜小学生向け冊子について

・言葉の届け方や方向性についても相談し進められてよかった。忖度してしまいかねない部

分についても正直に議論しあえたことが印象的だった

・この冊子をマガジンハウスから出すことに、意義があるのではないかと感じている

・12～15歳へ伝える切り口についても検討してみてはどうか

｜今後の事業展開やターゲット層について

・施設側の魅力的な発信をサポートできるような講座や好事例をしめすものがあると、地域

で活動する法人の役に立つものになるのでは。その場合も、マガジンハウスの視点や手法、

ネットワークを活用しながら伝えられたらよいのではないか

・中学生～高校生へのアプローチについても検討したい。だが、ご本人に興味をもっても

らっても保護者や教員などに反対されてしまうことも、そこへの働きかけかたについても

併せて検討してみては

・いまの仕事に違和感を持っている人々を関心層・検討層へ引き上げていく働きかけも必

要なのではないか
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企画委員会の開催

開催日

第3回：令和7年2月28日（金）13:00-14:30

〇 参加者：企画委員

  秋本可愛氏、大崎雅子氏、川村岳人氏、森下静香氏、矢島進二氏

〇 オブザーバー

  厚生労働省社会・援護局福祉基盤課福祉人材確保対策室マンパワー企画係 様

〇 実施主体

  マガジンハウス

■ 議題

・今年度事業の状況報告

・事業に対する意見聴取

・質疑応答

■ 企画委員からの主なコメント

｜ツアーについて

・各回10～15名、いろいろな方にご参加いただいた。介護の魅力や側面を多角的に知って

もらえる機会になったのではないか。参加者の中に介護職の方も一定数いた。業界のなか

で離職率が約半数、離職防止の観点からも価値があるのではないか

・これまで介護の無関心層に着目してきたが、新規開拓だけでなく、すでに働いている人へ

向けても、二面的な展開ができるのでは

｜小学生向け冊子について

・保護者や先生、教育関係者が正しくリアルかつ誠実な情報を求めるニーズがある。子ども

たちが将来の職業について考えるときに、福祉職が給与・生活面としての職としてどうなの

か、キャリアはどんな風に描けるのか、プライベートと仕事のバランスも含めた「礎力」を知

りたいのだと思う。自分の生活圏のなかで福祉職に近づいていけるような情報を差し出す

のは大切。マガジンハウスが「幸せに生きること」についてわかりやすく紐解きアプローチし

たことに意義がある。市町村では発信できる「コンテンツがない」という声も耳にする。各所

に紹介したりツールがあることを声をかけていき、この冊子を契機につながっていけると

よいのではないか

・「見えないバリア」「生物体」のようなキーワードを知っていくことで、自然と身についてい

くようなものになっていると思った。読みながら一緒に考えていけるものにもなっている。

来年度、冊子を使っている学校や地域、コミュニティでの使われ方などをWEBで共有でき

る機会があるといいのでは。座学、カードゲーム、紙芝居、クイズ形式など、伝え方に合わせ

たいくつかのバージョンがあるといいのでは

・いま幸せでないと感じている子どもたちがこの冊子を読んだらどう思うのか。「ケアする・

よりそうはある意味上から目線」という意見もある。すべてがそうではないし、される側の

視点も大切な部分なのではないか

｜しごとバーについて

・こういったイベントの必要性を非常に感じたし、ケア専門でない人でも福祉の仕事に従事

できる余地があるのではないかと可能性を感じた回だった（第5回）

｜anan・POPEYE特集記事、合本について

・大学生は、単に仕事だけでないライフスタイルを描けるかに注目している。しごとの魅力だ

けでなく、こんなことができるライフスタイルの提案を継続していけたら
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若手企画委員会の開催

開催日

第1回：令和6年9月5日（木）16:00-17:30

〇 参加者：若手企画委員

  井原純平氏、佐藤悠佑氏、はたつん氏

中谷萌生氏、森近恵梨子氏、吉田響氏（書面回答）

〇 オブザーバー

  厚生労働省社会・援護局福祉基盤課福祉人材確保対策室マンパワー企画係 様

PwC コンサルティング合同会社 様

〇 実施主体

  マガジンハウス

■ 議題

・今年度事業の概要・進捗状況説明

・今年度事業に対する意見聴取

L 介護のしごとに対する既存イメージを変えるために重要な事や

 有効な方法等について議論

■ 若手企画委員からの主なコメント

｜事業全体について

・前年度の取り組みにおいて、雑誌anan、POPEYE誌面やWEB、トークイベント、冊子等

での発信が、職業としての「介護」の新しいブランディングに寄与していたと考える

・介護の仕事の良い面だけを表面的に取り上げ、無理にポジティブに変換する発信が目

立っていたと個人的に感じていたが、介護の仕事そのものの奥深さを洗練された印象で広

く介護無関心層に発信していただけたと感じている。このような発信を続けていただくこ

とで、特に若い世代の「介護の仕事」に対するイメージの変容につながっていくと考えます

ので、是非とも継続していただけることを期待する

・良いケアを発信するから良い介護施設とは限らない、と介護士を8年続けておもっていた。

スタッフに対して良い環境だから、良いケアが主体的に行われる。この環境に行き着いてる

施設は増えてはきていますがまだまだ足りてないのが現状。介護看護専用の単発バイトの

アプリができたり、夜勤の勤務時間の短縮、仮眠時間の確保、オムツなどの排泄物品のグ

レードアップなど現場のスタッフに新しい情報が発信できれば施設内の革命の良いきっか

けになるかもしれない

｜anan・POPEYE記事掲載について

・印象として、取材先はSNSでよくみるところだと思った。そこの情報発信をすると、他の

施設とのギャップが生まれる可能性もあるかもしれない。この1年の中で、知人や友人で介

護に関心がない人に色々聞いてみた。資格取得のハードルが高い、仕事としてやることを

考えるのが難しいという声。スケッターみたいに、ときおり関わるとかはいいけれど、仕事

にするのは難しい。手軽に関われる、ソフトタッチできることがわかるコンテンツもあるとよ

い

・憧れだった雑誌に、介護の記事が載る、そこに委員として携われるのは嬉しい。事業の継

続によって生まれるものもあるのではないか。POPEYEで福祉とファッションがリンクする

形にするとか、POPEYEの読者層により届ける切り口があっても良さそう。おじいちゃん

おばあちゃんに自分の服をきてもらったり、祖母の写真をTシャツにして販売する活動をし

ているが、おしゃれな人が買ってくれたりする。ファッションが好きな人に届けるということ

を考えてみてもいいかもしれない

・もともとクリエイティブに興味を持っている人が、介護で仕事してみると、また積み重ねで

違うイメージになっていく。髪も昔は、禁止事項が多かったけれど、だんだん多様になって

きている。敷居は下がっているのではいか

｜学生や若年層へのアプローチについて

・介護福祉士の専門学校でも、教室にいる3分の1が学校をやめてしまったりする。そういう

人たちはもともと福祉に強い興味があったわけではなくなんとなく入っている。その方達

も無関心である場合もある

・福祉科の高校生、3学年合計100人いて、福祉のしごとを続けていく人は、と訊ねてみた

ところ3人だった。だからこそ、介護×美容、介護×〇〇のような選択肢で仕事に関わって

いけるというのは伝えられるといい気がする

・これは福祉の現場も一緒に考えていかなければいけないことだが、関心を感じてくれた層

が実際の福祉介護にかかわる機会の創出が必要だと感じる。私の周りの介護にかかわって

いる若者、主に20代は介護や福祉への関心プラス何かしらのリアルでの体験が伴っている。

例えば、学生時代に家に住む高齢者の生活ボランティアをしたり、高齢者施設でアルバイト

をしたり、実際に現場やケアする対象者と関わってその面白さや魅力にはまっている人が

多いと感じる。そのため、見学ツアーなどで介護・福祉に興味を持ってくれた層が、よりリア

ルに深く介護と福祉に関われる機会を福祉事業者側も創出していかなければいけないと感

じる
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若手企画委員会の開催

開催日

第2回：令和6年12月10日（火）14:00-15:30

〇 参加者：若手企画委員

  井原純平氏、佐藤悠佑氏、はたつん氏、中谷萌生氏、、吉田響氏

森近恵梨子氏（書面回答）

〇 オブザーバー

  厚生労働省社会・援護局福祉基盤課福祉人材確保対策室マンパワー企画係 様

PwC コンサルティング合同会社 様

〇 実施主体

  マガジンハウス

■ 議題

・今年度事業の進捗状況説明

・事業に対する意見聴取

・質疑応答

■ 若手企画委員からの主なコメント

｜事業全体について

・それぞれの企画に、芯があって、ブラッシュアップされてきた。個性が出てきているのが感

じ取れる。特に、ananの後ろ読みの表紙はインパクトがあった。知人からも、介護特集が

あったよと連絡をもらった。POPEYEは後半でカルチャーやファッションにふれているの

もいい。人物に密着している企画で、引き気味で撮影するPOPEYE、ananはポートレート

で見せていて、意図が伝わるように配慮されていると感じた。専門用語もあったが、文脈の

流れで理解できるものになっていた

・展示イベントは、実際に行ってみて印象が変わった。案内だけ見ると敷居が高いと感じた

が、オープンなスペースで、通りすがりの人も立ち止まる様子もあったので、オープンな場

所でやる意味はあった。地方での開催は難しいかもしれないが、別の地域でやってみたい

なとも思った

・働き方、あたらしいことに挑戦している施設と、従来のケア施設を対比でおいてくださっ

ているところがある。介護の正解不正解を表現せずに、それぞれのよさが引き出されてい

てうれしかった。アンケート結果をみて、40代〜50代にもささっていたので、間接的に下

の世代も伝わる。そういうアプローチができている気がします

｜改善や工夫の余地について

・発信内容はすばらしいので、どれだけ周知していけるかが大事ではないか。介護に対して

興味を持った人が、実際に働いている人の話を聞く機会が展示の近くにあったらいい。興

味を持った層がもう一歩進むときに、リアルなところで、知る、つながることができたら。ツ

アーも日数が限られているので、イベント会場に介護職がいて話をきけるとよいのではな

いか

・給料の話はどの層にとっても興味関心がある。もう少し突っ込んで、平均額や、地方と都

心の違いに突っ込んでみてもいいかもしれない。

・雑誌を知ってもらう機会、SNSはもっと活用してほしい。介護にまつわる情報をみんな出

している。文字だと読まない人もいるので、動画や別の形でみてもらえるように活用した方

がよい

・雑誌の連載になったらいいなと思う。特集ではなく、定期的に目にできるのがいいanan

を読んでいると、毎号介護の話が何かしらある。そういう刷り込みができないか。単発の発

信だと読み流されてしまうのではないか

・東京以外の地域でもイベントを開催してもらいたい。大阪、群馬、宮城、愛知の転職イベン

トに訪問したが大勢参加している

｜無関心層へのアプローチについて（アプローチした方がいいと思う層）

・「社会貢献活動には興味があるけど、活動領域として“介護”を考えていない20代、30代

の層」へアプローチできるとよいのではないか。 最近の学生さんと話していると、社会貢

献活動等に関心のある方が多いと感じる。一方で、その中でも介護という社会課題にあま

り興味がない方もいる。人の役に立ちたいといったマインドが全くない方に届けるよりも、

もともと社会貢献活動に興味のある方の方が介護のことに関心を持ってもらいやすいと考

えます

・いろんな施設で単発のバイトに参加している。利用者さんと一緒に参加していて、介護に

関わりのある家族の中にも、無関心層がいる。利用者さん自身が事前に知っておくと施設

選びができると思うので、当事者、家族に向けたアプローチをするのもおもしろいのでは

・福祉の学校に入ったけど、途中離脱を考えている学生さんターゲットは効果的だと思う。

カリキュラムに入れてもらい、リアルな話ができるといいのでは

・届けたい層、年代よりも、「なんとなくやることないし、なんとなく転職したい」。自分のライ

フスタイルに介護のしごとがフィットしていると思う人に届けたい。介護職が、どういうライ

フスタイルで過ごしているのか、正社員、アルバイト、ひとりひとりのライフスタイルが発信で

きるといいのではないか
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若手企画委員会の開催

開催日

第3回：令和7年3月4日（火）13:00-14:30

〇 参加者：若手企画委員

  井原純平氏、佐藤悠佑氏、はたつん氏、吉田響氏

森近恵梨子氏、中谷萌生氏（書面回答）

〇 オブザーバー

  厚生労働省社会・援護局福祉基盤課福祉人材確保対策室マンパワー企画係 様

〇 実施主体

  マガジンハウス

■ 議題

・今年度事業の状況報告

・事業に対する意見聴取

・質疑応答

■ 若手企画委員からの主なコメント

｜事業全体について

・マガジンハウスの記事やイベントはいろんな視点から考えられている。マンガ、人、イベント

など知人に紹介しやすいものが多くある。こここの好きなところは、ステレオタイプな介護

のあたたかみではなく、イラストや文章から出てくるあたたかさがある。言葉の柔和な印象

を持ってくれる人の響きやすい何かがある気がする

・小学生向け冊子が良かった。難しい内容を噛み砕いて変換して説明してくれている。自分

が小学生にわかりやすく説明するのは難しいはずだが、イラストもかわいらしいし、視覚的

にもわかりやすい。考えるきっかけのワークが入っているのも良かった。給与面とか離職率

までふれられている家族向けのページも良かった。学校で教えていると、親御さんストップ

（介護のしごとはやめなよ）があるが、そこにもアプローチできる。最後にヤングケアラーの

窓口もあって配慮を感じた

・「ケアするしごとツアー」について、実際の現場の空気感にこそ、介護の魅力が詰まってい

る。滞在時間も長く、現場の雰囲気をしっかり感じ取れる機会になったのではないかと考え

ます

｜改善や工夫の余地について

・小学生向け冊子は、中学生向けや高校生向けにつくる必要があるのかどうか悩ましい。今

ある冊子を学生向けでも使っていけるのでは。言葉の言い回しだけではなく、深い内容を

取り扱っている。活用方法が大人次第だと感じる。媒体はそのままで、活用方法の解説、説

明書の大人向けがあるといいのではないか

・小学生向けの冊子の中に、家族の看取りに関することが考えられるなにかがあるといい。

冊子を読んで、家族と子どもたちでつながっていると自分ごとになりやすい。親御さん向け

のロールプレイがあってもいいかもしれない。読んで終わりになるともったいないので、節

目で読み返すコンテンツがあるといいなと思いました。子どもの成長過程に寄り添ったコン

テンツがあってほしい

・介護福祉用具の面白いものの紹介が見たい。車椅子、手すりでも最近は驚くものがたくさ

んあって介護の進化にびっくりする方も多いのではないのでしょうか。私自身ドラックスト

アなどで介護コーナー見たりしますが、新しいものが出ていると興味がわきます。身近なと

ころですが、介護のイメージが変わりやすいなと感じる

・「ケアするしごとツアー」については、既に介護や福祉に関心が高い方の参加が多かったの

ではいかと感じています。実現は難しいのかもしれないが、ananの特集のように、タレント

さんと一緒にツアーを回り、その様子をananの記事にする等ができると、タレントさんの

ファン等、介護に全く関心のない方も介護を知る機会になり、効果が高まると考えました。

それ以外にも、何かのイベントや企業と介護施設がコラボし、介護に関心のない方も訪れて

みたくなるような工夫があると良いと思う

｜「若年層への認知拡大」施策としてのSNS情報発信について

・自分らしく生きていくをテーマに盛り込むといい。日本中で働けるとか、好きなことを活

かせる、自然を感じられる環境で働けるなど。知らない人が発信するよりは、インフルエン

サーが訪問して紹介してもらいつつ、おもしろくみせるなど

・現状若いからSNSという訳ではなくレイヤーは複雑。情報を得るだけならばAIでいい。一

方的な発信にフォーカスしてSNS使うことに価値を感じていない。SNSを使うからには、

つながりに焦点をあてた方がいい

・こここ連載の『幅広く使われる「ケア」をどうとらえる？向坂くじらさん、吉田真一さんと考

える』の対話の切り抜き動画がもしあったら、コメント欄も読んで、みんなはどんな風に考え

るんだろう？と興味を持つ。 例えば、「セルフケアって矛盾していない？」「ケアされると

思ったことが言えなくなる」 等 文字が書かれていて、対話が流れている動画をイメージし

ます。それについて、自身の体験談等もコメントに書く方がいる、そうして介護や福祉に関

することを皆で考えるきっかけになるように思う
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無関心層向け 興味喚起 メディア（紙＆Web）a n ･a n

anan本誌(週刊)2024年10月9日発売号で

特集8ページ記事を制作

anan本誌で制作した記事内容を

anan webでも転載して記事化

企画

anan雑誌＆web記事展開

https://ananweb.jp/anan/571819/掲載号 ｜2024年10月9日発売号

掲載ボリューム ｜4C8Pタイアップ

発行部数 ｜147,000 （公称部数）
https://ananweb.jp/anan/571833/

https://ananweb.jp/anan/571849/

18,513 PV

23,572 PV

18,760 PV

https://ananweb.jp/anan/571819/
https://ananweb.jp/anan/571833/
https://ananweb.jp/anan/571849/
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anan特集「自分を表現できる現場で働く、新しい介護のカタチ。」
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anan特集「自分を表現できる現場で働く、新しい介護のカタチ。」
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anan特集「自分を表現できる現場で働く、新しい介護のカタチ。」
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anan特集「自分を表現できる現場で働く、新しい介護のカタチ。」
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無関心層向け 興味喚起 メディア（紙＆Web）P O P E Y E
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POPEYE雑誌＆web記事展開

企画

POPEYE本誌(月間)2024年10月9日発売号で

特集8ページ記事を制作

POPEYE本誌で制作した記事内容を

POPEYE webでも転載して記事化

POPEYEの各種SNSアカウントを活用し

本企画の告知を実施して情報拡散！

掲載号 ｜2024年10月9日発売号

掲載ボリューム ｜4C8Pタイアップ

発行部数 ｜75,667部（印刷証明付発行部数）
https://popeyemagazine.jp/post-229229/

https://popeyemagazine.jp/post-229192/

https://popeyemagazine.jp/post-229232/

https://x.com/POPEYE_Magazine/status/18503607

68203788527

https://www.facebook.com/photo/?fbid=1083450

907123152&set=a.709225441212369

15,760 PV

15,696 PV

15,583 PV

https://popeyemagazine.jp/post-229229/
https://popeyemagazine.jp/post-229229/
https://popeyemagazine.jp/post-229229/
https://popeyemagazine.jp/post-229192/
https://popeyemagazine.jp/post-229192/
https://popeyemagazine.jp/post-229192/
https://popeyemagazine.jp/post-229232/
https://popeyemagazine.jp/post-229232/
https://popeyemagazine.jp/post-229232/
https://x.com/POPEYE_Magazine/status/1850360768203788527
https://x.com/POPEYE_Magazine/status/1850360768203788527
https://www.facebook.com/photo/?fbid=1083450907123152&set=a.709225441212369
https://www.facebook.com/photo/?fbid=1083450907123152&set=a.709225441212369
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POPEYE特集「介護の仕事ってこういうことだったんだ。」
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POPEYE特集「介護の仕事ってこういうことだったんだ。」
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POPEYE特集「介護の仕事ってこういうことだったんだ。」
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POPEYE特集「介護の仕事ってこういうことだったんだ。」
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無関心・関心層向け 興味喚起・理解促進 メディア（Web）こここ
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こここ連載❶

2021年4月にスタートしたマガジンハウスのウェブマガジン【福祉をたずねるクリエイティブマガジン「こここ」】は、福祉・介護の現場、関わる人、

当事者の方々を訪ねながら、記事を制作、発信しています。前年度は本事業で新規連載「“自分らしく生きる”を支えるしごと」を開始し、全15記事

を配信しました。この15記事は次年度も引き続き閲読可能にアーカイブし、今年度は新たに10記事を新規制作、配信。

企画

○ 本連載の特設ランディングページを設置し、アーカイブとしていつでもだれでも閲覧できるようにしています。

○ この連載枠には、次年度以降もコンテンツを追加していくことも可能とします。

前年度は以下の15記事を新規制作、配信しました。今年度は新たに10記事を新規制作、配信。

この連載をベースに、「ケアするしごと展」「ケアするしごとバー」「ケアするしごとツアー」のコンテンツやゲストアサインで連動。
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こここ連載❶

福祉をたずねるクリエイティブマガジン〈こここ〉にて施設の在り方やケアの方法論にしっかりとしたビジョンを持った介護の現場を訪ねたり、介護

のしごとの理解促進を図る識者へのインタビューさせていただいたり、10記事を新規に制作、公開。（前年度15記事も引き続きアーカイブ）

https://co-coco.jp/series/nursing/

“自分らしく生きる”を支えるしごと

-介護の世界をたずねて-

表示回数：約1.4万
https://co-coco.jp/series/nursing/tomo-sakurahome/

表示回数：約1.1万 

https://co-coco.jp/series/nursing/care_comic2/

表示回数：約1.1万 
https://co-coco.jp/series/nursing/blg-hachioji/

表示回数：約1.1万 
https://co-coco.jp/series/nursing/tabunoki/

表示回数：約1.2万 

https://co-coco.jp/series/nursing/day_servise_rakuraku/

https://co-coco.jp/series/nursing/
https://co-coco.jp/series/nursing/
https://co-coco.jp/series/nursing/
https://co-coco.jp/series/nursing/tomo-sakurahome/
https://co-coco.jp/series/nursing/tomo-sakurahome/
https://co-coco.jp/series/nursing/tomo-sakurahome/
https://co-coco.jp/series/nursing/tomo-sakurahome/
https://co-coco.jp/series/nursing/tomo-sakurahome/
https://co-coco.jp/series/nursing/care_comic2/
https://co-coco.jp/series/nursing/care_comic2/
https://co-coco.jp/series/nursing/care_comic2/
https://co-coco.jp/series/nursing/blg-hachioji/
https://co-coco.jp/series/nursing/blg-hachioji/
https://co-coco.jp/series/nursing/blg-hachioji/
https://co-coco.jp/series/nursing/blg-hachioji/
https://co-coco.jp/series/nursing/blg-hachioji/
https://co-coco.jp/series/nursing/tabunoki/
https://co-coco.jp/series/nursing/tabunoki/
https://co-coco.jp/series/nursing/tabunoki/
https://co-coco.jp/series/nursing/day_servise_rakuraku/
https://co-coco.jp/series/nursing/day_servise_rakuraku/
https://co-coco.jp/series/nursing/day_servise_rakuraku/
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こここ連載❶

表示回数：約1.8万 

https://co-coco.jp/series/nursing/fukagawaenmichi/

表示回数：約1.7万 

https://co-coco.jp/series/nursing/gakkou-life-3/

表示回数：約1.8万 

https://co-coco.jp/series/nursing/care2/

表示回数：約1.8万 

https://co-coco.jp/series/nursing/nursing_book/

表示回数：約1.6万 

https://co-coco.jp/series/nursing/saienji/

https://co-coco.jp/series/nursing/gakkou-life-3/
https://co-coco.jp/series/nursing/gakkou-life-3/
https://co-coco.jp/series/nursing/gakkou-life-3/
https://co-coco.jp/series/nursing/gakkou-life-3/
https://co-coco.jp/series/nursing/gakkou-life-3/
https://co-coco.jp/series/nursing/gakkou-life-3/
https://co-coco.jp/series/nursing/gakkou-life-3/
https://co-coco.jp/series/nursing/care2/
https://co-coco.jp/series/nursing/care2/
https://co-coco.jp/series/nursing/care2/
https://co-coco.jp/series/nursing/nursing_book/
https://co-coco.jp/series/nursing/nursing_book/
https://co-coco.jp/series/nursing/nursing_book/
https://co-coco.jp/series/nursing/saienji/
https://co-coco.jp/series/nursing/saienji/
https://co-coco.jp/series/nursing/saienji/
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関心層向け 理解促進 メディア（Web）こここ
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こここ連載❷

「こここ」では、ウェブ上で興味喚起の拡大化と、関心層へのネクストステップを新連載で情報提供します。前段の連載とは別に、〈こここ〉で新連載

「ケアするしごと、はじめの一歩」（5記事）を、公開。

目 的 1. リアルイベントのレポート記事を配信し、より広範な層に対して、介護のしごとの興味喚起と理解促進を行う。

2. 意義ややりがいというストーリーとは別に、より具体的な給与、労働条件、職場実態、キャリア形成、

ワークライフバランス、多様な働き方の選択肢などの情報面もサポート。

記事１ ｜ ケアするしごとは、想像以上にひらかれている? ケアするしごと展2024レポート

記事２ ｜ 自分や自分が大切な人にとっての「幸せ」ってなんだろう？ 

小学生の登場人物たちと考える冊子紹介

記事３ ｜ 動画から知る「介護のしごと」

記事４ ｜ お酒を片手に“ケアする仕事”に携わるゲストとおしゃべり。ケアするしごとバー2025開催レポート

記事５ ｜ ケアの現場へ小旅行？ ケアするしごとツアーレポート

コンテンツ

○ 本連載の特設ランディングページを設置し、アーカイブとしていつでもだれでも閲覧可能としています。
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こここ連載❷

表示回数：約6,500

https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-

firststep/careten2024report/

表示回数：約6,400

https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-

firststep/shitteokitai_kaigobook/

表示回数：約6,000

https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-

firststep/movie/

表示回数：約4,400

https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-

firststep/shigotobar2025/

表示回数：約3,900

https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-

firststep/caretour/

https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/

ケアするしごと、はじめの一歩

https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/careten2024report/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/careten2024report/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/careten2024report/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/careten2024report/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/careten2024report/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/shitteokitai_kaigobook/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/shitteokitai_kaigobook/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/shitteokitai_kaigobook/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/shitteokitai_kaigobook/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/shitteokitai_kaigobook/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/movie/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/movie/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/movie/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/movie/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/movie/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/shigotobar2025/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/shigotobar2025/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/shigotobar2025/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/shigotobar2025/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/shigotobar2025/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/caretour/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/caretour/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/caretour/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/caretour/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/caretour/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/
https://co-coco.jp/series/caresurushigoto-firststep/
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無関心層向け 興味喚起 冊子配布連携冊子
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anan×POPEYE×こここ連携冊子制作

「anan本誌記事８ページ」と「POPEYE本誌記事８ページ」と「こここ連載のダイジェスト解説とリンク４ページ」をまとめた20ページのオリジナル冊子

を制作いたします。この冊子は展示イベント、トークイベント、交流イベント参加者への配布に加え、全国の書店で若年層にターゲティングしたサンプリン

グを実施。また、前年度ご要望をいただいた福祉事業者や団体の希望者にも一部提供できるよう、前年度より部数を増やしました。

イ ベン トでの配布

「ケアするしごと展」＠渋谷、下北沢の会場内で配布。若年層の来

場が多い商業施設で効率的に配布。その他、「ケアするしごと

バー」「ケアするしごとツアー」等イベントでも配布。

配布方法 各イベント時に手渡し配布、ラック設置

配布数量 1,000部

配布時期 2024年11月～

ケアするしごと展❶

＠渋谷

ケアするしごと展❷

＠下北沢

ケアするしごとバー ケアするしごとツアー

配布イベント

全国書店での配布

首都圏の書店を中心に、雑誌・書籍の購入者を対象として、制作

した冊子をレジ袋に同梱する形で配布。

配布方法 会計時に手渡し配布、ラック設置

配布数量 10,000部

配布時期 2024年11月～

配布の様子

配布書店計31店舗

（内訳：BOOK1st/5,000部・LIBROグループ/5,000部）
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anan×POPEYE×こここ冊子
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anan×POPEYE×こここ冊子
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無関心層向け 興味喚起 PDFデータ公開小学生向けBOOK
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小学生向け冊子制作「幸せに生きるって、どういうこと？知っておきたい「介護」のしくみと仕事」

「介護（職）」の社会的必要性を訴求する小学生向け読本を無料・使用許諾不要で発行。2４pの冊子を新規制作（大人向け4pを含む）。

PDFを厚労省サイト、こここ、その他事業間連携先サイトで紹介 +リアル本も1000部印刷

展開イメージ

版型 ：B5（予定）

総ページ数 ：2４ページ

納品形式 ：PDFデータ

イベント配布用 ：1,000部

目的： 進路職業選択を具体的に決める高校生、大学生よ

り早期の段階で、「ケア」や「介護のしごと」への興味や理

解を図る活動も必要。教員、福祉事業者、地方自治体が子

ども向け、親向けの授業やイベントを行うときに、使用で

きる「介護のしごと」への興味と理解を図るため、無料・使

用許諾なしで誰もが使える「小学生向け（親や教員向けの

解説つき）ブックレット」を制作、配布

活用方法： 厚生労働省のホームページや、事業間連携会

議に参加する福祉・介護系団体のホームページ、こここの

ウェブサイトにダウンロード可能なボタンを設置し、活用

を促す。また、ブックレットに関するリリース記事等情報拡

散施策を行った。

（一部抜粋）

https://kaigonoshigoto.jp/portal/wp-

content/uploads/2025/02/%E5%86%8A%E5%AD%90_%E7%9F%A5%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%81%8A%E3%81

%8D%E3%81%9F%E3%81%84%E3%80%8C%E4%BB%8B%E8%AD%B7%E3%80%8D%E3%81%AE%E3%81%97%E3%

81%8F%E3%81%BF%E3%81%A8%E4%BB%95%E4%BA%8B.pdf

幸せに生きるって、どういうこと？知っておきたい「介護」のしくみと仕事

https://kaigonoshigoto.jp/portal/wp-content/uploads/2025/02/%E5%86%8A%E5%AD%90_%E7%9F%A5%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%81%8A%E3%81%8D%E3%81%9F%E3%81%84%E3%80%8C%E4%BB%8B%E8%AD%B7%E3%80%8D%E3%81%AE%E3%81%97%E3%81%8F%E3%81%BF%E3%81%A8%E4%BB%95%E4%BA%8B.pdf
https://kaigonoshigoto.jp/portal/wp-content/uploads/2025/02/%E5%86%8A%E5%AD%90_%E7%9F%A5%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%81%8A%E3%81%8D%E3%81%9F%E3%81%84%E3%80%8C%E4%BB%8B%E8%AD%B7%E3%80%8D%E3%81%AE%E3%81%97%E3%81%8F%E3%81%BF%E3%81%A8%E4%BB%95%E4%BA%8B.pdf
https://kaigonoshigoto.jp/portal/wp-content/uploads/2025/02/%E5%86%8A%E5%AD%90_%E7%9F%A5%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%81%8A%E3%81%8D%E3%81%9F%E3%81%84%E3%80%8C%E4%BB%8B%E8%AD%B7%E3%80%8D%E3%81%AE%E3%81%97%E3%81%8F%E3%81%BF%E3%81%A8%E4%BB%95%E4%BA%8B.pdf
https://kaigonoshigoto.jp/portal/wp-content/uploads/2025/02/%E5%86%8A%E5%AD%90_%E7%9F%A5%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%81%8A%E3%81%8D%E3%81%9F%E3%81%84%E3%80%8C%E4%BB%8B%E8%AD%B7%E3%80%8D%E3%81%AE%E3%81%97%E3%81%8F%E3%81%BF%E3%81%A8%E4%BB%95%E4%BA%8B.pdf
https://kaigonoshigoto.jp/portal/wp-content/uploads/2025/02/%E5%86%8A%E5%AD%90_%E7%9F%A5%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%81%8A%E3%81%8D%E3%81%9F%E3%81%84%E3%80%8C%E4%BB%8B%E8%AD%B7%E3%80%8D%E3%81%AE%E3%81%97%E3%81%8F%E3%81%BF%E3%81%A8%E4%BB%95%E4%BA%8B.pdf
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幸せに生きるって、どういうこと？知っておきたい「介護」のしくみと仕事
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幸せに生きるって、どういうこと？知っておきたい「介護」のしくみと仕事
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幸せに生きるって、どういうこと？知っておきたい「介護」のしくみと仕事
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幸せに生きるって、どういうこと？知っておきたい「介護」のしくみと仕事
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幸せに生きるって、どういうこと？知っておきたい「介護」のしくみと仕事
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幸せに生きるって、どういうこと？知っておきたい「介護」のしくみと仕事
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幸せに生きるって、どういうこと？知っておきたい「介護」のしくみと仕事
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幸せに生きるって、どういうこと？知っておきたい「介護」のしくみと仕事
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幸せに生きるって、どういうこと？知っておきたい「介護」のしくみと仕事
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幸せに生きるって、どういうこと？知っておきたい「介護」のしくみと仕事
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幸せに生きるって、どういうこと？知っておきたい「介護」のしくみと仕事
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幸せに生きるって、どういうこと？知っておきたい「介護」のしくみと仕事
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ケアするしごと展❶

無関心層向け 興味喚起 イベントしごと展  ❶

2024年11月に開催するananFESに合わせて、anan×POPEYE×こここ共催の「ケアするしごと展」を開催。介護、福祉のしごと無（未）関心層や、

サブターゲットである小学生及びその親世代に対して、anan、POPEYE、こここのマガジンハウスブランドの知名度やクリエーターネットワークを生か

し、興味喚起と理解促進への誘導を行いました。会場では、anan×POPEYE×こここのオリジナル冊子も配布。

展示 冊子配布 トークイベント

名称 ｜ ケアするしごと展＠Shibuya Sakura Stage

開催日時 ｜ 2024年11月16日（土）～11月17日（日） 10:00-21:00

開催場所 ｜ Shibuya Sakura Stage ３Fイベントスペース

主催 ｜ 株式会社マガジンハウス anan×POPEYE×こここ

来場者数  ｜ 約2,020名

ケアするしごと展

テーマ ｜“自分らしく生きる”を支える仕事って？

  介護の職場訪問イベント「ケアするしごとツアー」を企画した

「KAIGO LEADERS」に聞いてみる

開催日時 ｜ ２０２４年１１月16日（土）１４：００－１５：００

定員 ｜ 20名 ／参加費：無料

Guest ｜ 秋本 可愛さん（株式会社Blanket 代表取締役）

聞き手 ｜ マガジンハウス〈こここ〉統括プロデューサー 及川卓也

トークイベント
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ケアするしごと展｜来場者アンケート（渋谷会場）

■ 年代

■ 職業

9.1%

9.1%

13.6%

13.6%

50.0%

4.5%

n=22

59.1%

13.6%

9.1%

4.5%

■ 居住

埼玉県

4.5%

千葉県

4.5%

その他

27.3%

9.1%

4.5%

n=22

n=22

■ 「ケアするしごと展」をご覧になってどのように感じましたか。

31.8%

63.6%

22.7%

n=22

東京都

45.5%

神奈川県

18.2%
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「ケアするしごと展」に参加いただく「前」と「後」の介護のしごとに対する印象（渋谷）

ケアするしごと展に参加いただくことで、2.14pのイメージUP（態度変容）につながった。

（悪い） （良い）（どちらでもない）

前 後

n＝22

8.59
平均値

6.45
平均値

ケアするしごと展｜来場者アンケート（渋谷会場）
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■ ご意見・ご感想

⚫ 普段の生活をしていると介護という機会に触れることがないため、

貴重な機会であった。

⚫ それぞれの展示が読みやすかった。

⚫ 良い取り組みだと思いました。

⚫ 具体的な事例が多く勉強になりました。

⚫ 介護のしごとの印象が変わって、知ることもできてよかった！

⚫ 展示が見やすくわかりやすく、実際に働いている方のお話を見る

ことができ、介護のしごとへの理解が深まりました。

⚫ 大切な仕事だなと思いました。

⚫ 介護のしごとと聞くと精神的にも体力的にもネガティブな印象を

持っていたが、それだけではない良い一面を展示で知ることがで

きた。

⚫ もっと若い世代が興味をもつ仕事になって欲しいです。

⚫ 色々な場所で介護をしてもらえる可能性があるなぁと思った。必

ずしも介護施設(一般的な)だけでないと思った。

⚫ 自分のおじいちゃんやおばあちゃんと重ねて、介護の大切さが分

かった。自分もケアの仕事について興味を持った。 

⚫ “介護”の幅を知ることができる良いきっかけになりました。兼業

している方が何名もいることに驚きました。

⚫ 頭がかたいので、介護とはこういうものと決めつけている自分を

恥ずかしくなりました。もっと柔軟に介護について考えるように

努力しようと思いました。ありがとうございました。

⚫ 若い人だけでなく、子供さんから手が離れた方、40、50、60歳始

めどきはいつでもいいと思うので増えるといいなと思います。

⚫ 個性を輝かせる場となっていることがとても素敵だと感じました。

施設を“寂しい場所”“悲しい場所”としてではなく、高齢者も職員

も地域の人も皆が。

⚫ 働く人や雇用者側のメッセージをもっと発信してくれることが良

い効果や循環を作りそう。

ケアするしごと展｜来場者アンケート（渋谷会場）
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ケアするしごと展｜トークイベント参加者アンケート（渋谷）

■ 年代

■ 職業

11.1%

22.2%

44.4%

22.2%

33.3%

22.2%

22.2%

11.1%

11.1%

n=9

■ 居住

東京都

77.8%

神奈川県

11.1%

その他

11.1%

n=9

n=9

■ トークイベントに参加してどのように感じましたか。（MA）

n=9

55.6%

55.6%

11.1%

11.1%
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⚫ 給与水準の話。

⚫ 利用者との接し方。

⚫ 介護の仕事は地域をデザインする。 介護の仕事こそクリエイティビ

ティが求められると思う。

⚫ 秋本さんはほぼ同世代ですが、学生時代から介護福祉というテーマ

に興味を持ってこれまで取り組まれてきたことが素晴らしいと思い

ました。

⚫ 介護はお世話ではなく、社会のデザインという言葉が大変印象に残

りました。

⚫ 福祉の世界をしれてとても興味深かった。

⚫ 楽しく聞かせていただきました！ 介護の先進的な事例を聞け

てよかったです！

⚫ 私自身まだ関わりは少ないですが、近い将来必ず家族の介護に

関わることになります。

⚫ イベントに参加する前は少し暗い気持ちになるテーマでしたが、

そればかりではないことが分かり 良かったです。

⚫ もっと色々な人に聞いてもらいたいと思う内容でした。

■ 印象に残った点

■ ご意見・ご感想

ケアするしごと展｜トークイベント参加者アンケート（渋谷）

■ トークイベントに参加してどのように感じましたか。（MA）

その他

⚫ 過去、祖母の介護が10年ほど必要な時期があり、母が大変な経験を

していたことからかなり過酷な仕事という印象が強かったのですが、

実際にお話を聞いて印象が変わりました。

⚫ 若い人が、介護の仕事をやってみたい、続けていきたい、と思える

環境や賃金体系、職業としての価値を高めていけるよう、メディア

の力は必要だと思います。
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■介護のしごとに対する印象 10（良い）ー 5（どちらでもない）ー 1（悪い）

トークイベントに参加する前 トークイベントに参加した後

n=9

ケアするしごと展｜トークイベント参加者アンケート（渋谷）
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無関心層向け 興味喚起 イベントしごと展  ❷
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ケアするしごと展❷

2024年11月に開催した下北沢BONUS TRACK「ケアリングノーベンバー」に合わせて、anan×POPEYE×こここ共催の「ケアするしごと展」を開

催。介護、福祉のしごと無（未）関心層や、サブターゲットである小学生及びその親世代に対して、anan、POPEYE、こここのマガジンハウスブランドの

知名度やクリエーターネットワークを生かし、興味喚起と理解促進への誘導を行いました。

展示 冊子配布 トークイベント

しごと展

名称 ｜ ケアするしごと展＠下北沢BONUS TRACK

開催日時 ｜ 2024年11月11日（火）～11月２９日（金）

開催場所 ｜ 下北沢BONUS TRACK

主催 ｜ 株式会社マガジンハウス anan×POPEYE×こここ

来場者 ｜ 約7,000人

トークイベント

テーマ ｜“自分らしく生きる”を支える仕事って？

  「世界いち気持ちいい介護」を目指す「でぃぐにてぃ」に聞いてみる

会場  ｜世田谷代田 仁慈保幼園Piazza(ピアッツァ)

開催日時 ｜ ２０２４年１１月２３日（土）１４：００－１５：００

定員 ｜ ３0名 ／参加費：無料

Guest ｜ 株式会社でぃぐにてぃ 代表取締役 吉田真一さん・有吉凛さん

聞き手 ｜ マガジンハウス〈こここ〉編集長・中田一会 編集部・垣花つや子
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■ 年代 ■ 居住者/来街者割合

9.2%

6.3%

18.0%

36.6%

14.9%

15.4%

居住者

32.0%

来街者

68.0%

BONUS TRACK ケアリングノーベンバー（屋外＋ギャラリー）

n=7,180

ケアするしごと展｜来場者属性（下北沢）
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■ 年代

■ 職業

8.3%

16.7%

33.3%

25.0%

16.7%

45.5%

27.3%

9.1%

18.2%

n=12

■ 居住

東京都

41.7%

神奈川県

25.0%

その他

8.2%

埼玉県

25.0%

ケアするしごと展｜トークイベント参加者アンケート（下北沢）

n=12

n=12

■ トークイベントに参加してどのように感じましたか。（MA）

n=12
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■介護のしごとに対する印象 10（良い）ー 5（どちらでもない）ー 1（悪い）

トークイベントに参加する前 トークイベントに参加した後

n=12

16.7%

8.3%

8.3%

33.3%

8.3%

8.3%

16.7%

10

8

7

6

5

4

3

16.7%

8.3%

41.7%

33.3%

10

9

8

7

ケアするしごと展｜トークイベント参加者アンケート（下北沢）
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■ 印象に残った点

⚫ 尊厳についての話がとても心に刺さった。全ての人間に対してとても

大事な話だと思った

⚫ 吉田さんの話し方です。 なんというか自然な感じで素晴らしかったで

す。

⚫ コミュニケーションが積極的ではない人でも働けること。

⚫ 介護業界は高齢化し、ケアされるべき人がケアする側に回らなければ

ならなくなっているイメージがありました。そのため、でぃぐにてぃ

職員の平均年齢を聞いておどろきました。生き生きと語るおふたりの

話を聞いていると、これまでもっていた介護の仕事に対するイメージ

が払拭されていくようでした。

⚫ 2040年の人手不足を支えるの今の若者世代ということ、でぃぐにてぃ

の方々がとても楽しそうだったこと。

⚫ ケアする人にもケアをされる権利はあるということをイベント全てを

通して印象にあります。

⚫ 介護離職率が200パーセントの時があったこと。同行期間が３ヶ月ある

こと。

⚫ でぃぐにてぃの社名の由来がカッコよかった。 起業のきっかけもカッ

コよかった。

⚫ 「でぃぐにてぃ」の名前の由来

⚫ 「障害あっても自分の人生って悪くない」と堂々と言える社会を理想

としているので、生きがいを重視しているところなど、本来あるべき

形だなと改めて思った次第です。

ケアするしごと展｜トークイベント参加者アンケート（下北沢）

■ ご意見・ご感想

⚫ 介護業界について学ぶことができました。 ありがとうございました！

⚫ あっという間の1時間でした。おふたりの思いや経験を聞いていると、

介護の仕事がとても魅力的に思えました。ただ日常生活の介助をする

だけではなく、利用者さんの暮らしを豊かにする。そのためには働き

手が豊かでいる必要がある。介護人材の不足が増加していく未来に向

けて、とても重要な考え方だと思いました。

⚫ 訪問介護の現場は年齢層が高い中で、若い人が多く働く職場が楽しそ

うで働いている人がいきいきしているなと知ることができました。話

がとてもおもしろかったです。 あっという間だったので90分でもいい

と思いました  

⚫ お話しをされているみなさまの雰囲気のよさを感じました。中々大変

なところも多いお仕事だと思いますが、その中でこういう思いで活動

されている方がいることは希望ですね。

⚫ １時間だとディスカッションや現場の状態を伝えるのには短いと思い

ました。若い人が辞めなく、希望が持てる訪問介護の知恵マダマダあ

ると皆で考えられたら素晴らしい

⚫ 吉田さんの話は1時間では収まらないですね^_^

⚫ 介護について気になってはいるものの、重く考えがちなテーマであり、

これまでなかなか関連する本なども読めずにいた。これを機会に、よ

り楽しく取り組める身近な人のサポートの方法を探っていきたい。

⚫ 介護職はしんどい、選ばなければ誰でも出来る、最後の道。みたいな

イメージが昭和からつきまとっていましたが、若さあふれる下北沢で

開催されることで身近で前向きな印象もありますし、素敵な発信だと

思いました。
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ケアするしごと展（トークイベント）

「トークイベント」に参加いただく「前」と「後」の介護のしごとに対する印象（渋谷・下北沢）

8.19
平均値

6.05
平均値

（悪い） （良い）（どちらでもない）

前 後

トークイベントに参加いただくことで、2.14pのイメージUP（態度変容）につながった。

n＝21
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関心層向け 理解促進 イベントしごとバー

57

ケアするしごとバー

日本仕事百貨主宰

ナカムラケンタ氏

こここ編集長

中田一会氏

さまざまな分野で活躍している方をゲストとしてお招きし、お酒を飲みながらゲストと一緒に会話する日本仕事百貨のイベント「しごとバー」と「こここ」

がコラボレーションし、介護のしごとをテーマにリアル参加とオンライン視聴のハイブリッド形式のイベントを５回開催。介護・福祉に関心のある生活者

が、気軽に参加できる内容に編集し、介護のしごとのリアルとクリエイティビティを発信します。

GUEST

第1回 11月15日（金） 

第2回  12月13日（金）

第3回 1月15日（水）

第4回  1月24日（金）

第5回  2月13日（木）

守谷卓也さん （DAYS BLG! はちおうじ 代表）

奥住比沙子さん （福祉楽団 、ケアサービスワーカー、ソーシャルワーカー）

鹿角実花さん （でぃぐにてぃ、サービス提供責任者、 社会福祉士、介護福祉士）

石神洋一さん （デイサービスセンター晴耕雨読舎施設長、特定非営利活動法人たかつき代表理事、

園芸療法士、NPO法人日本園芸福祉普及協会 理事)

|

|

|

|

| 武田奈都子さん （デイサービス楽らく施設長、保順会常務理事、社会福祉士）
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ケアするしごとバー（全5回）

第1回｜守谷卓也さん （DAYS BLG! はちおうじ 代表）

2024.11.15 (fri)  

自分らしく活動できる場とは

ケアの現場から考える

会場参加数：13名 オンライン参加数：15名

アーカイブ再生数：253（3/31時点）

https://www.youtube.com/watch?v=frLdyc7VPeM

第2回｜奥住比沙子さん （福祉楽団 ケアサービスワーカー、ソーシャルワーカー）

2024.12.13 (fri)  

介護の世界の広さとは？

あるケアワーカーの視点

会場参加数：11名 オンライン参加数：20名

アーカイブ再生数：263（ 3/31時点）

https://www.youtube.com/watch?v=682lRYmGLkQ

第3回｜鹿角実花さん 

（でぃぐにてぃ、サービス提供責任者、 社会福祉士、介護福祉士）

2025.1.15 (Wed)  

お互いに気持ちいい

生活を支える訪問介護の魅力

会場参加数：8名 オンライン参加数：18名

アーカイブ再生数：372（ 3/31時点）

https://www.youtube.com/watch?v=1hrHFA63mgQ

第4回｜石神洋一さん 

（デイサービスセンター晴耕雨読舎施設長、特定非営利活動法人たかつき代表理事、

園芸療法士、NPO法人日本園芸福祉普及協会 理事）

2025.1.24 (fri)  

心が動いて体も動く

植物と一緒にあるケアの現場

会場参加数：14名 オンライン参加数：10名

アーカイブ再生数：218（ 3/31時点）

https://www.youtube.com/watch?v=YRnQHp6Srkk

第5回｜武田奈津子さん （デイサービス楽らく施設長、保順会常務理事、社会福祉士）

2025.2.13 (Thu)  

アートと福祉が出会う

から生まれる風景

会場参加数：9名 オンライン参加数：12名

アーカイブ再生数：２１７（ 3/31時点）

https://www.youtube.com/watch?v=vHUQSwZiG3s

https://www.youtube.com/watch?v=frLdyc7VPeM
https://www.youtube.com/watch?v=682lRYmGLkQ
https://www.youtube.com/watch?v=682lRYmGLkQ
https://www.youtube.com/watch?v=682lRYmGLkQ
https://www.youtube.com/watch?v=682lRYmGLkQ
https://www.youtube.com/watch?v=682lRYmGLkQ
https://www.youtube.com/watch?v=682lRYmGLkQ
https://www.youtube.com/watch?v=682lRYmGLkQ
https://www.youtube.com/watch?v=682lRYmGLkQ
https://www.youtube.com/watch?v=682lRYmGLkQ
https://www.youtube.com/watch?v=1hrHFA63mgQ
https://www.youtube.com/watch?v=YRnQHp6Srkk
https://www.youtube.com/watch?v=YRnQHp6Srkk
https://www.youtube.com/watch?v=YRnQHp6Srkk
https://www.youtube.com/watch?v=YRnQHp6Srkk
https://www.youtube.com/watch?v=YRnQHp6Srkk
https://www.youtube.com/watch?v=YRnQHp6Srkk
https://www.youtube.com/watch?v=YRnQHp6Srkk
https://www.youtube.com/watch?v=YRnQHp6Srkk
https://www.youtube.com/watch?v=YRnQHp6Srkk
https://www.youtube.com/watch?v=vHUQSwZiG3s
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ケアするしごとバー｜参加者アンケート

Q1 ケアするしごとバーにご参加いただいたきっかけを教えてください。 Q2 ご参加方法を教えてください。

Q3 ケアするしごとバーに参加してみていかがでしたか。

28.6%

14.3%

33.3%

23.8%

会場参加

83.3%

オンライン参加

16.7%

やや満足

9.5%

やや不満

2.4%

満足

88.1%

n=42 n=42

n=42
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ケアするしごとバー｜参加者アンケート

Q4 ご参加いただく【以前】の介護のしごとに対する印象をお聞かせください。

※10（良い）ー ５（どちらでもない）ー １（悪い）

Q5 ご参加いただいた【後】の介護のしごとに対する印象をお聞かせください。※10（良

い）ー ５（どちらでもない）ー １（悪い）

10

8

7

6

5

4
3

9

7.1%

4.8%

26.2%

14.3%
14.3%

16.7%

2.4%

14.3%

4.8%

2.4%

19.0%

33.3%

19.0%

21.4%

10

8

7

6
5

9

n=42
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ケアするしごとバー｜参加者アンケート

Q6 ゲストの話を聞いてどのように感じましたか。

Q7 ケアするしごとバーについて、ご意見・ご感想をお聞かせください。（一部抜粋）

14.3%

33.9%

21.4%

30.4%

• 介護と、街の関わりについて考えてみたい。

• 義務教育では人や事と向き合う事が大切と学んできたので、同じ方向を見る

ということに感心した。

• ケアはクリエイティブという言葉がとても印象に残りました！

• 若い人がクリエイティブな仕事と考えているのが、良いなと思った。

• 自分の生活や仕事でケアの視点を持って取り組もうと思いました。

• 介護職です。共感出来ることが多くて自分も頑張ろうと思いました。

• 自分の事業の参考にさせていただきたいと非常に参考になりました。

• 作業療法士の仕事をしていて、共通する事が多くあるなと感じました。

• 介護も、夢のあるしごとになり得るんだと思いました。

• 自分の祖母がこういう場所でのびのびと過ごせたらとてもいいなと思った。

• アートという点で年齢やハンディキャップを乗り越える姿が印象的

• 介護とアートの繋ぎ方に興味を持ちました。

• ケアとアートの接点についてもっと知りたいと思った。

Q6,その他

• ゆったりしてリラックスしながら輪を広げられる素晴らしい場だと思いま
した。

• こんな場所とこんな企画があることを知り、嬉しくなりました！
• 「利用者」ではなく、「メンバー」と呼んでいるところに、BLGの姿勢が

表れているなと思いました。
• 素晴らしい企画だと思います｡介護は今後伸びていく業界なのでもっと底上

げするようなこんな企画を待っていました
• 介護を知ることをあまりしてこなかったので今回とてもいいきっかけにな

りました。ありがとうございました。
• 介護を仕事にしている方って聖人君子なんじゃないかと勝手に思っていま

したが、お話を聞いて、自分と同じように悩み、楽しむ一人の人なんだと、
当たり前のように思えることにハッとさせられました。善か悪かではなく、
最終的にには快になるようになっているんだな、と感じました。 素敵なお
時間を過ごさせていただき、ありがとうございました。

• 参加してみて、こんな人もいるのか！とゲスト選定の納得感がありました。 
福祉を知らない人向けの聞き手のサポートもすごく親切で、グランドルー
ルもあるので、とても心地よかったです。

• とても良い企画を、ありがとうございました。聴いていて幸せになるような
お話でした。“晴耕雨読舎”という名前も素敵ですし、石神さんのお人柄も伝
わってきて、あたたかい気持ちになりました。お話の端々に、プロとしての
細心の注意・配慮も感じられて、決して楽ではない道のりだったことも感じ
ました。

• 「ケア」の現場だけでなく、どんな仕事にも通じる、希望の持てるお話だっ
たと思います。わたしの父は庭づくりが好きでしたが、最後は、とても立派
な病院のような建物で、典型的な介護を受けて、病院で亡くなりました。ス
タッフさんたちも一生懸命な人とそうでない人とがいて、すこし荒れた雰囲
気もあり、心の痛い最期でした。若い働き手が夢を持てる“現場”が増えるとい
いなと思っています。ケアするお仕事のイメージが更新されましたし、この
ような居場所に自分も関わりたいなと思いました。ありがとうございました。

• 「ケア」は、高齢者や障害のある方の「お世話をする」のがメインのように
捉えがちでしたが、アートの視点を取り入れることでケアする人も、される
人も、豊かな時間を過ごし、思いがけないものが生まれてくる可能性がある
ことに気づかせていただいています。ありがとうございます。

n=42
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ケアするしごとバー｜参加者アンケート

Q8 年代をお聞かせください。

Q10 ご職業をお聞かせください。

Q9 お住まいの都道府県をお聞かせください。

19.0%

21.4%

33.3%

19.0%

7.1%

東京都

59.5%神奈川県

14.3%

千葉県

4.8%

埼玉県

7.1%

その他

14.3%

2.4%

9.5%

33.3%

26.2%

26.2%

2.4%

n=42

n=42 n=42
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「ケアするしごとバー」に参加いただく

「前」と「後」の介護のしごとに対する印象

ケアするしごとバー｜参加者アンケート

「ケアするしごとバー」に参加いただく

「前」と「後」の介護のしごとに対する印象（福祉関係者除く）
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関心層向け 理解促進 イベントしごとツアー

64

ケアするしごとツアー

メディアやイベント等で介護のしごとに興味を持った方、まだ職業選択が未定の若年層、大学生等に向けて、体験、交流イベントとして「ケアするしごと

ツアー」を実施します。全国の地域を盛り上げる介護事業所を見学し、介護職についている方々と交流。コーディネーターとして、全国のさまざまな介護

事業所の実践に触れてきたKAIGOLEADERSの発起人とコミュニティマネージャーが担当。介護の仕事の魅力発信に熱心な若手介護職がツアーコン

ダクターとして同行。見学先ごとにタイムテーブルを作成し、(見学先の方のお話→施設や取り組みの見学→座談会)体験、交流を図りました。

参加人数 ｜ １回あたり１５名程度（全4回）

ターゲット ｜ 学生、２０～３０代の社会人（基本的に福祉職以外）

開催時期 ｜ 2024年12月～2025年1月

ツアー概要

秋本可愛さん

株式会社Blanket代表取締役
KAIGO LEADERS発起人

コーディネーター

佐々木将人さん

株式会社Blanket
コミュニティマネージャー

見学先

12月14日（土） 千葉県｜有限会社オールフォアワン ５２間の縁側

1月11日（土） 神奈川県｜あおいけあ

1月22日（水） 東京都｜サンタフェガーデンヒルズ（社会福祉法人 善光会）

1月2５日（土） 栃木県｜一般社団法人えんがお

あおいけあ

一般社団法人えんがお

５２間の縁側

善光会

https://heisei-kaigo-leaders.com/event/caretour2024/

https://heisei-kaigo-leaders.com/event/caretour2024/
https://heisei-kaigo-leaders.com/event/caretour2024/
https://heisei-kaigo-leaders.com/event/caretour2024/
https://heisei-kaigo-leaders.com/event/caretour2024/
https://heisei-kaigo-leaders.com/event/caretour2024/
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ケアするしごとツアー

【第1回 開催概要】 参加者：22名

日時｜ 2024年12月14日(土)

会場｜千葉県「52間の縁側」

 （千葉県八千代市米本１３１８−１）

【当日のスケジュール】

13:00 現地集合

13:10 趣旨説明・参加者一言チェックイン

13:25 52間の縁側マネージャー鈴木さんよりお話

14:10 建物の案内・ご利用者さんとの交流等

14:40 石井さんからご挨拶・質疑応答

15:00 参加者気づきのシェア

15:15 集合写真・アンケート

15:30 終了

• 介護する、されるではなく、利用者もスタッフも同じ目線に立って施設に携わってお

り、介護に対するプラスの印象が高まった。

• 実際にお話を聞いて、その雰囲気を感じてみることで、今まで介護に抱いていた印象

が、一新されました。

• 有料老人ホームでの画一的なサービスにもどかしさを感じた経験もあり、やりたかっ

たのはこういう関係性づくりだったかもと思って、その輪に一瞬でも入れたことが嬉

しかった。

「子どもから大人まで、さまざまな人がいることで、多様な関わりが生まれる、それが

いい」という話が興味深かったです。高齢者だけとか似たような属性の人だけがいる

のではなく、子どもとかヤギとか見学者とかがいることで、自然に会話がはじまった

り、人との関わりが生まれたり、直接関わらなくても眺めていたり、それがすごいと思

いました。どうすれば「52間の縁側」のような場をつくれるのか、そのまま同じことは

できないと思うので、もっと勉強してみたくなりました。

〇 ツアーに参加して介護のしごとに対する印象が変わったか。（一部抜粋）〇 ツアー参加者からのコメント
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ケアするしごとツアー

【第2回 開催概要】 参加者：13名

日時｜ 2025年  1月11日(土) 

会場｜神奈川県「あおいけあ」

 （神奈川県藤沢市亀井野４丁目12−９３）

【当日のスケジュール】

13:00 スタート・ツアーのご説明

 13:20 株式会社あおいけあ代表取締役 加藤忠相さんと

「さまざまな拠点見学・案内」

 15:00 参加者同士の気づきのシェア・質疑応答

 15:30 終了

• ただ利用者の生活保護をするだけで精一杯だったのがこれまででしたが、利用者が

主で介護の仕事をすることが可能だということを実感できました。

• 私自身の求める介護の在り方が間違っていなかったと感じることができました。一方

で多くの職員に理解を求めることが難しいと感じました。

• 認知症の方がなぜそうなってしまうのか、理由を理解できると怖いイメージだったが

認識が変わった。

建物内にあった駄菓子屋の話が印象に残っています。昔駄菓子屋をやっていたお

ばあちゃんがいたから、駄菓子屋をやりはじめて、その方が亡くなったら、やめたと

いう。システムとか既にあるものにご利用者さんを当てはめるんじゃなくて、一人

ひとりのやりたいことを見つけていく姿勢がすごく響きました。

〇 ツアーに参加して介護のしごとに対する印象が変わったか。（一部抜粋）〇 ツアー参加者からのコメント
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ケアするしごとツアー

【第3回 開催概要】 参加者：8名

日時｜ 2025年  1月22日(水) 

会場｜東京都「サンタフェガーデンヒルズ」

（東京都大田区東糀谷６丁目４−１７）

【当日のスケジュール】

 13:00 現地集合

 13:10 趣旨説明・参加者一言チェックイン

 13:25 善光会からのプレゼンテーション

 13:45 施設見学

 14:45 質疑応答

 15:00 参加者振返り

 15:15 アンケート記入

 15:20 集合写真

 15:30 終了

• 導入までに時間がかかると思いますが必要だと感じました。メリットとデメリットが聞

けて良かったです。

• その人の選択を大事にする、という原則が伺えてよかったです。

• 介護に対する負担軽減をすることで利用者への対応が精神的に良い方向へ向かって

いると感じました。

• ICTを用いて「楽になる」だけでなく、直接介護を増やす為のツールとして用いられる

ことを知った。

正直、テクノロジーの導入って本当に大丈夫なのか、介護のしごとをテクノロジーに

任せていいのかと疑っている部分もあって。でもテクノロジーを導入する理由が、利

用者との関わりの部分に職員が時間を割けるようにすることで、ただ効率化するの

ではない目的意識がすばらしいと思いました。

ツアーが終わった後、働いてみたいと思って、派遣スタッフを募集していないか問い

合わせもしました。

〇 ツアーに参加して介護のしごとに対する印象が変わったか。（一部抜粋）〇 ツアー参加者からのコメント



令和６年度介護のしごと魅力発信等事業（情報発信事業／全国に向けた情報発信事業） 68

ケアするしごとツアー

【第4回 開催概要】 参加者：10名

日時｜ 2025年  1月25日(土) 

会場｜栃木県「えんがお」

（栃木県大田原市山の手２丁目１４−3）

【当日のスケジュール】

  11:00 スタート・ツアーのご説明

11:15 一般社団法人えんがお 代表理事 濱野将行さんのお話

12:15 さまざまな拠点の見学

13:15 「おばあちゃん食堂」にてみんなでお昼ごはん

14:15 濱野さん・参加者同士での対話の時間

15:30 終了

• うまくいっていないことの方が多い現実を知れた。

• 強みと弱みを補い合う、多世代交流などはとても良いなと思っていたので、実際に

やっている場面が見られて面白かったです。

• えんがおの事業は介護というより福祉。やりがいがあるけれど、覚悟がいる仕事だな

と思った。

• 要介護になる前の支援の重要度性を感じました。

• “失敗の経験”が必ずあることを学んだ

誰がスタッフで誰が利用者か本当にわからなくて衝撃を受けました。わたし集合時

間よりすこし前に着いて、拠点のなかで待ってたら、ドッチボールに向かう方々が

何人かいて。「一緒に行く」って誘ってもらって気づいたら一緒にドッチボールして

いました。その間、誰が利用者で、スタッフなのか、わからず一緒にたのしんでいて、

それがおもしろかったです。

〇 ツアーに参加して介護のしごとに対する印象が変わったか。（一部抜粋）〇 ツアー参加者からのコメント
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ケアするしごとツアー|参加者アンケート（全４回）

■ 年代 ■ 居住

東京都

37.7%

神奈川県

15.1%

埼玉県

7.5%

その他

17.0%

千葉県

22.6%

• 長野県
• 福島県
• 栃木県
• 茨城県
• 愛知県

その他

n=53

■ 職業

会社員

26.4%

介護福祉関連

39.6%

学生

13.2%

その他

15.1%

自治体・行政職員

1.9%

無回答

3.8%

n=53

■ ツアーを知ったきっかけ

n=53

n=53

n=53



令和６年度介護のしごと魅力発信等事業（情報発信事業／全国に向けた情報発信事業） 70

■介護・福祉の仕事は選択肢に含まれるか ■ 満足度

※ 介護職以外の方n=29

含まれる

51.7%

含まれない

17.2%

どちらともいえない

24.1%

無回答

6.9%

満足

94.0%

やや満足

6.0%

■ ツアーに参加してどのように感じましたか

• 一人では行きづらいところに足を運べる

• 人の居場所、コミュニティに関心をもった

• 自分の親や自分が高齢者になったときにも、自分の地域にこう

いう場所があたっらなと思いました

• 若い力がたのもしく感じ嬉しかった。介護の未来を心配してい

たので

その他

n=53

n=53

ケアするしごとツアー|参加者アンケート（全４回）
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ケアするしごとツアー

「ケアするしごとツアー」に参加いただく「前」と「後」の介護のしごとに対する印象

ケアするしごとツアーに参加いただくことで、2.41pのイメージUP（態度変容）につながった。

（悪い） （良い）（どちらでもない）

前 後

n＝51

ー ー
8.39
平均値

5.98
平均値
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プレスリリース配信

1回目：2024年11月11日

転載数：51

2回目：2024年12月9日

転載数：32

3回目：2025年3月5日

転載数：24
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事業実施一覧

No 事業名 概要 ターゲット層 アプローチ方法 実施時期 目指すアウトカム

１
anan特集「自分を表現できる現場

で働く、新しい介護のカタチ。」

ananにて、介護・福祉に関する特集８

ページを掲載。anan本誌で制作した記

事内容をanan webに転載し、記事

化。

若年層（無関心層） 雑誌

WEBページ

令和6年10月9日 ①介護の仕事に関する情報に触れたこ

とのある人が増える

④福祉・介護に関する社会的評価が

高まる（イメージアップ）

２
POPEYE特集「介護の仕事ってこうい

うことだったんだ。」

POPEYE（雑誌）にて、介護・福祉に

関する特集８ページを掲載。POPEYE本

誌で制作した記事内容をPOPEYE web

に転載し、記事化。SNSアカウントも活

用し、情報拡散も実施した。

若年層（無関心層） 雑誌

WEBページ

SNS

令和5年10月9日 ①介護の仕事に関する情報に触れたこ

とのある人が増える

②介護の仕事内容に興味・関心を持つ

人が増える

3
anan×POPEYE 

オリジナル冊子作成

「anan のタイアップ記事８記事」と

「POPEYE のタイアップ記事８記事」を

１冊にまとめたオリジナル冊子を制作。

展示イベントの参加者に加え、全国の

書店で若年層にターゲティングしたサンプ

リングを実施。

若年層 啓発ツール（冊子）

イベント

令和5年11月～ ①介護の仕事に関する情報に触れたこ

とのある人が増える

④福祉・介護に関する社会的評価が

高まる（イメージアップ）

4 展示会「ケアするしごと展」

anan×POPEYE×こここ共催の展示会イ

ベントを渋谷・下北沢にて開催。イベント

開催中にトークイベントも実施。

若年層（無関心層） イベント 令和6年11月16日～17日(渋谷)

令和6年11月11日～29日(下北沢)

①介護の仕事に関する情報に触れたこ

とのある人が増える

5
こここ連載「“自分らしく生きる”を支え

るしごと～介護の世界を訪ねて～」

ウェブマガジン「こここ」にて、福祉・介護の

現場やそれに関わる人、当事者の連載

記事を発信。

若年層 WEB記事 令和6年11月～令和7年3月 ②介護の仕事内容に興味・関心を持つ

人が増える

6

こここ新連載「ケアするしごと、は

じめの一歩」

ウェブマガジン「こここ」にて、リアルイベント

のレポート記事を配信し、より広範な層

に対して、介護のしごとの興味喚起と理

解促進を行った。

介護・福祉の仕事に関心のある

方
WEB記事 令和7年1月～令和7年3月 ③介護の仕事への理解を深める人

が増える

7
こここ×日本仕事百貨イベント「ケア

するしごとバー」

日本仕事百貨のイベント「しごとバー」と

「こここ」のコラボイベント。リアルとオンライ

ンのハイブリット開催。

若年層（無関心層） イベント（現地・オンライン） 令和6年11月～令和7年2月 ③介護の仕事への理解を深める人が増

える

8

小学生向け冊子制作「幸せに

生きるってどういうこと？知ってお

きたい「介護」のしくみと仕事」

「介護（職）」の社会的必要性を訴求

する小学生向け読本を無料・使用許諾

不要で発行。PDFを厚労省サイト、ここ

こ、その他事業間連携先サイトで紹介 

+リアル本も1000部印刷。

小学生・保護者・教員 啓発ツール（冊子） 令和7年2月 ①介護の仕事に関する情報に触

れたことのある人が増える

④福祉・介護に関する社会的評

価が高まる（イメージアップ）

9 ケアするしごとツアー

介護のしごとに興味を持った方、まだ職

業選択が未定の若年層、大学生等に

向けて、体験、交流イベントとして「ケア

するしごとツアー」を実施。全国の地域を

盛り上げる介護事業所4施設を見学

し、介護職についている方々と交流。

介護・福祉の仕事に関心のある

方
現地ツアー 令和6年12月～令和7年1月 ③介護の仕事への理解を深める

人が増える
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事業効果測定

No 事業名 当初想定・目標
アウトプット アウトカム

指標 結果 内容 測定方法 主な測定結果

１

anan特集「介護の現場でかなえる、私

らしい働き方」

・anan発行部数(2024

年10月9日発売号)

134,519部

・anan web PV合計数 

45,000PV

anan発行部数(2023年10月11

日発売号)

発行部数

147,000部

読者が福祉・介護そのものや介護

の仕事に興味・関心を持つきっか

けを作ること。

①企画委員からのコメントの内容

②読者のSNSでの反応

※読者を対象としたアンケート調

査が困難であるため、定性的情報

を収集。

企画委員、若手企画委員（介護従事者）か

ら、介護のしごとに関する特集記事がananに掲

載されたことに対する反響の声を多数取得。

anan web PV合計数 60,845PV

POPEYE特集「介護の仕事ってこういう

ことだったんだ。」

・POPEYE発行部数 

(2024年10月9日発売

号)86,333部

・POPEYE web PV合計

数 45,000PV

POPEYE発行部数 (2023年10月

７日発売号)

発行部数

75,667部

読者が福祉・介護そのものや介護

の仕事に興味・関心を持つきっか

けを作ること。

①企画委員からのコメントの内容

②読者のSNSでの反応

※読者を対象としたアンケート調

査が困難であるため、定性的情報

を収集。

企画委員、若手企画委員（介護従事者）か

ら、介護のしごとに関する特集記事がPOPEYEに

掲載されたことに対する反響の声を多数取得。
POPEYE web PV合計数 47,039PV

２

anan×POPEYE×こここ 

オリジナル冊子作成

※No.1,2の特集を合本としたもの

・展示イベント、参加型

イベントでの冊子配布

数1,000部

・全国書店での冊子配

布数10,000部

ケアするしごと展、トークイベント、ケ

アするしごとバーでの冊子配布数

1,170部 読者が福祉・介護そのものや介護

の仕事に興味・関心を持つきっか

けを作ること。

会場配布数 介護の日に合わせたイベント会場にて合本

1,000部を配布。

全国書店(31店舗)での冊子配布

数

10,000部 配布書店数 本取組みに対して31書店での合本配布を実

現。

※なお、No.1,2の「主な測定結果」も本項に含

まれる。

４

展示会「ケアするしごと展」 来場者数

2,000名（渋谷）

11,000（下北沢）

会場への

来場者数

来場者数

渋谷：2,020名

下北沢：7,000名

イベントに参加した人が介護の仕

事の意義・魅力についての理解を

深め、より強い関心を持つように

なる

イベント来場者アンケート

トークイベント参加者アンケート

展示会の接触前後での「介護のしごとに対する

印象」を10段階で選択する方式で測定。接触後

は接触前に比べて、中央値が2.14上昇した。

５

こここ連載「“自分らしく生きる”を支える

しごと～介護の世界を訪ねて～」

・こここWeb10記事・新

連載5合計

80,000PV～

100,000PV

こここweb PV合計数 PV172,600 こここの連載記事が広く認知され

ること

こここweb PV合計数 PV172,600

６

こここ新連載「ケアするしごと、はじめの

一歩」

・こここWeb10記事・新

連載5合計

80,000PV～

100,000PV

こここweb PV合計数 PV172,600 こここの連載記事が広く認知され

ること

こここweb PV合計数 PV172,600

７

こここ×日本仕事百貨イベント「ケアする

しごとバー」

・対面参加者数

100人

・オンライン参加者数

200人

全５回開催

対面参加者数 55名 イベントに参加した人が介護の仕

事の意義・魅力についての理解を

深め、より強い関心を持つようにな

る

イベント参加者アンケート トークイベントに参加して介護の仕事について興

味を持った、又はもっと知りたいと思ったと回答し

た人の割合：55.3%

イベント参加前後での「介護のしごとに対する印

象」を10段階で選択する方式で測定。参加後

は参加前に比べて、中央値が1.67上昇した。

オンライン参加者数 75名

8

小学生向け冊子制作「幸せに生きるっ

てどういうこと？知っておきたい「介護」の

しくみと仕事」

PDFデータ連携先 PDFデータ掲載先 ・こここ

・厚生労働省HP

・楽天ポータルサイト

読者が福祉・介護そのものや介護

の仕事に興味・関心を持つきっか

けを作ること。

企画委員からのコメント 企画委員、若手企画委員（介護従事者）か

ら、小学生向け冊子に対する反響の声を多数取

得。

9

ケアするしごとツアー 参加者数

全4回：60名

参加者数 全4回：53名 ツアーに参加した人が介護の仕事

の意義・魅力についての理解を深

め、より強い関心を持つようになる

ツア―参加者アンケート ツアー参加前後での「介護のしごとに対する印象」

を10段階で選択する方式で測定。参加後は参

加前に比べて、中央値が2.41上昇した。
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総括

本年度、マガジンハウス「令和６年度介護のしごと魅力発信等事業」（全

国へ向けた情報発信事業）は、昨年度の成果と課題を検証し、また、企画委

員会、若手企画委員会からの意見等を得ながら事業を実施しました。

情報発信事業のメインの対象を、20代から30代の介護職無（未）関心層に

置き、「興味喚起」から「理解促進」へ、さらに「情報取得」へと広報活動

の戦略を設計して、事業を展開。

興味喚起アクションとして、20代から30代の若年層に支持される雑誌メ

ディア「anan」、「POPEYE」での本誌８ページの特集と、ウェブ記事10記

事を展開。幅広い層へのアプローチを行いました。「POPEYE」では昨年度

記事が日本雑誌広告賞のタイアップ部門銀賞受賞などトピックスもあり、広

報活動での活用も行うことができました。

また、興味喚起のアクションとしては、anan×POPEYE×こここ共催「ケ

アするしごと展」を渋谷さくらステージで２日間開催し約2,000名が来場、下

北沢BONUS TRACKで18日間開催し約7,000名が来場。期間中、anan、

POPEYE、こここの特集を冊子化して、イベント会場と全国書店１万部配布

を実施。立体的な広報活動を展開しました。

興味喚起から理解促進のアクションとしては、福祉をテーマにしたメディ

ア「こここ」で介護のしごとのリアルな姿、そこにある科学的、医学的、人

間的アプローチでのやりがい、クリエイティビティ、楽しさを伝える「“自

分らしく生きる”を支えるしごと」連載を昨年度に続き、継続。今年度10記

事を配信しました。今年度の記事は平均約10,000PV〜18,000PV程度が読まれ、

また、昨年度制作した15記事もアーカイブしておりこちらも今年度各記事

3,000〜8,000PV程度のアクセスがあり、ソーシャルな活動に興味を持ちなが

ら介護職への関心にはまだ届いていない無関心若年層への興味喚起に加え、

理解促進の役割を担うことができました。この記事は今後もアーカイブして

いきます。

また、こここでは介護のしごとの具体的情報等の提供も行うため、新たに

「ケアするしごと、はじめの一歩」５記事を配信。意義ややりがいというス

トーリーとは別に、より具体的な情報を提供するアプローチも実施。4,000〜

6,000PVというスコアで情報提供を行いました。

興味喚起、理解促進、情報取得と態度変容を促しながら、それに応える取

り組みとして「ケアするしごと展」では、渋谷会場、下北沢会場でそれぞれ

１回ずつのトークイベントを実施。また、昨年度に続き「ケアするしごと

バー」全５回の開催、そして新たに「ケアするしごとツアー」全４回を実施

しました。リアルに介護職の魅力ややりがい、条件等に触れる機会を作り、

広報活動を展開することで、参加者の多くに介護職へのイメージや興味の態

度変容が見られ、こうした立体的取り組みによる広報効果の拡大を行うこと

ができました。

事業間連携の取り組みとしては、合同冊子の中に、介護職発信事業のコラ

ム掲載やこここ連載での動画情報の発信等を通して、それぞれの事業の効果

拡大を図る取り組みも行いました。

 また、今年度、もう一つの新たな取り組みとして、職業選択を行う世代以

前の小学生とその保護者、教員に向けた理解促進ツール「幸せに生きるって、

どういうこと？ 知っておきたい「介護」のしくみと仕事」（24ページ冊子、

PDFで利用可能）を制作しました。これは昨年度の課題として挙げたものを

本年度事業に反映させたもので、学校や教育活動プロジェクトからの反響も

見られ、来年度には教育の現場での活用を促進していく予定でおります。

メディアでの発信、SNSでの記事拡散、イベントの告知やレポート、リ

リースでの全国発信等、多角的、立体的に広報活動を展開し、事業計画で想

定した目標値を全体としては上回る成果を上げることができました。

一方で課題としては、リアルな場での態度変容を促す広報活動を全体的に

は戦略的に行うことができましたが、その母数の拡大、広報効果の最大化は

引き続きの課題と認識しています。
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総括

興味喚起→理解促進→情報取得→入職行動の促進という広報戦略をより緻

密に、そして、より最大化するために、アウトプット、アウトカムの計測方

法も検討しながら、事業設計を行なっていく予定です。

私たちマガジンハウスはメディア運営のスキル、クリエイター・著名人と

のネットワークを活かし、多くの読者と出会い、共感を軸につながり、一定

の影響力を持つチームです。私たちが、福祉・介護の現場で優れた実践を行

なっている事業者や専門家と連携しながら、福祉・介護のしごとの魅力にこ

れまで出会っていなかった多くの人々と発信を通して出会い、つながり、福

祉・介護のしごとへの理解や従事の第一歩をつくる事業を引き続き展開して

まいります。
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